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格
は
、
過
去
一
世
紀
半
ず
っ
と
低
下
傾
向

に
あ
り
ま
す
。
人
口
増
加
よ
り
穀
物
生
産

の
増
加
が
大
幅
に
上
回
っ
た
か
ら
で
す
。

一
九
六
一
年
比
で
は
、
二
〇
二
〇
年
の
人

口
は
二
・
五
倍
に
な
り
、
米
三
・
五
倍
、

小
麦
三
・
四
倍
と
な
っ
て
い
ま
す
。

緯
度
に
よ
っ
て
効
果
が
異
な
る
温
暖
化

な
ど
の
不
確
定
要
素
は
あ
り
ま
す
が
、
従

来
か
ら
の
作
物
改
良
に
加
え
、
ゲ
ノ
ム
編

集
や
培
養
肉
な
ど
の
画
期
的
な
技
術
に
よ

る
増
産
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

た
だ
し
、
一
九
七
三
年
や
二
〇
〇
八
年
、

二
〇
二
二
年
の
よ
う
に
、
突
発
的
な
理
由

で
需
給
の
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
、
価
格
が
急

騰
す
る
時
が
あ
り
ま
す
。
現
在
は
ロ
シ
ア

の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
の
影
響
に
よ
る
ウ
ク

ラ
イ
ナ
産
小
麦
の
輸
出
減
少
、
熱
波
や
干

ば
つ
に
よ
る
生
産
減
少
、
原
油
・
ガ
ソ
リ

ン
の
価
格
上
昇
等
で
、
穀
物
等
の
価
格
が

上
昇
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
で
も
実
質
価
格

で
見
る
と
、
そ
の
水
準
は
一
九
六
〇
年
代

替
品
で
あ
る
他
の
穀
物
の
価
格
に
影
響
す

る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

世
界
食
料
危
機
に
つ
い
て
の
虚
実

世
界
人
口
は
、
二
〇
五
〇
年
に
は
九
七

億
人
に
増
加
す
る
見
込
み
で
す
。
さ
ら
に
、

経
済
発
展
に
よ
り
畜
産
物
の
消
費
が
増
え

る
と
穀
物
需
要
も
大
き
く
増
加
し
ま
す
。

こ
の
た
め
、
世
界
の
食
料
生
産
を
六
〇
％

程
度
増
や
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
主
張

さ
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
心
配
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
。
世
界
の
人
口
は
一
九
〇
〇
年
の
一
七

億
人
か
ら
、
一
九
八
〇
年
に
四
五
億
人
、

二
〇
二
二
年
に
は
八
〇
億
人
に
増
加
し
ま

し
た
が
、
こ
れ
を
上
回
っ
て
食
料
生
産
が

増
加
し
ま
し
た
。
人
口
が
増
え
て
い
っ
て

食
料
危
機
が
起
き
る
の
で
あ
れ
ば
、
す
で

に
穀
物
価
格
は
上
昇
し
て
い
る
は
ず
で
す

が
、
物
価
変
動
を
除
い
た
穀
物
の
実
質
価

製
品
、
食
肉
、
卵
）
の
消
費
が
高
ま
る
前
、

日
本
人
は
カ
ロ
リ
ー
を
主
と
し
て
米
か
ら

摂
っ
て
き
ま
し
た
。
政
府
は
、
米
や
麦
な

ど
に
は
食
料
で
は
な
く
〝
食
糧
〞
と
い
う

漢
字
を
充
て
て
い
ま
す
。

穀
物
等
は
畜
産
の
エ
サ
と
し
て
も
重
要

で
す
。
日
本
で
は
大
豆
は
味
噌
、
醬
油
、

豆
腐
な
ど
に
使
わ
れ
ま
す
が
、
世
界
で
は

油
の
原
料
と
し
て
使
わ
れ
、
そ
の
搾
り
か

す
が
エ
サ
に
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
穀
物
等

は
、
食
べ
る
だ
け
で
な
く
、
畜
産
を
通
じ

て
間
接
的
に
、
我
々
に
カ
ロ
リ
ー
を
供
給

し
て
く
れ
ま
す
。

こ
の
穀
物
等
の
国
際
価
格
が
上
が
る
と
、

パ
ン
、
ラ
ー
メ
ン
、
豆
腐
、
食
料
油
、
肉
、

卵
や
乳
製
品
な
ど
広
範
な
食
品
に
影
響
が

及
び
ま
す
。
さ
ら
に
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ

（
他
に
サ
ト
ウ
キ
ビ
等
）
は
、
ガ
ソ
リ
ン
の
代

替
品
で
あ
る
エ
タ
ノ
ー
ル
生
産
に
も
使
用

さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
最
近
で
は

原
油
価
格
の
変
動
が
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
や
代

健
康
の
た
め
に
必
要
な
三
大
栄
養
素
の

う
ち
、
炭
水
化
物
や
一
部
の
タ
ン
パ
ク
質

は
体
内
で
合
成
で
き
ま
せ
ん
。
私
た
ち
は
、

炭
水
化
物
を
主
と
し
て
、
米
、
麦
、
ト
ウ

モ
ロ
コ
シ
な
ど
の
穀
物
や
大
豆
、
イ
モ

（
以
下
こ
れ
ら
を
〝
穀
物
等
〞
と
言
う
）
か
ら
摂

取
し
て
い
ま
す
。
穀
物
等
の
中
で
大
豆
は

タ
ン
パ
ク
質
を
多
く
含
ん
で
い
ま
す
。
高

度
経
済
成
長
で
脂
質
や
タ
ン
パ
ク
質
を
供

給
す
る
畜
産
物
（
牛
乳
や
バ
タ
ー
な
ど
の
乳

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

そ
の
食
料
を
供
給
す
る
の
は
、
第
一
次

的
に
は
農
業
で
す
。
危
機
に
な
っ
て
か
ら

作
付
け
し
て
も
、
自
然
や
生
物
が
相
手
な

の
で
、
生
産
に
時
間
が
か
か
る
う
え
、
病

虫
害
や
冷
害
で
予
定
し
た
生
産
を
実
現
で

き
な
い
か
も
し
れ
な
い
。
供
給
が
途
絶
す

る
場
合
に
は
、
備
蓄
や
流
通
在
庫
を
含
め

て
、
今
あ
る
も
の
し
か
食
べ
ら
れ
な
く
な

り
ま
す
。

食
料
の
特
徴

食
料
は
、
人
の
生
命
・
健
康
に
不
可
欠

な
必
需
品
で
す
。
し
か
も
、
ほ
ぼ
毎
日
消

費
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
わ
ず
か
の
期

間
で
も
供
給
が
途
絶
す
る
と
飢
餓
が
生
じ

て
し
ま
い
ま
す
。
衣
料
や
住
居
な
ど
は
一

度
購
入
す
る
と
長
期
間
消
費
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
が
、
食
料
は
頻
繁
に
購
入
し
な
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私
た
ち
日
本
人
は
食
に
恵
ま
れ
て
い
る
。 街
に
出
れ
ば
さ
ま
ざ
ま
な
飲
食
店
が
あ
り
、

い
つ
で
も
食
事
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
。 し
か
し
、 世
界
に
目
を
向
け
る
と
、 ロ
シ
ア
の

ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
を
き
っ
か
け
に
、 世
界
的
な
食
料
危
機
が
起
き
る
の
で
は
な
い
か
と

懸
念
さ
れ
て
い
る
。 日
本
で
も
食
料
危
機
は
起
き
る
の
だ
ろ
う
か
？

世
界
食
料
危
機
の
真
実
と
は

日
本
で
食
料
危
機
は
起
き
る
の
か
？


